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   Surgical hemorrhage should be controled both with operative hemostasis and bodily 
defense mechanisms such as blood coagulation a d vascular response. The latter is quite an 
important factor. Bleeding time, coagulation time, and thrombocytic count were effectively 
influenced by HESNA administration both in rabbit and man. Urological nd postoperative 
hemorrhage w re also well controled with HESNA.
緒 言



















としてヘスナ注射薬を使用する機会 を得 た の
で,若 干の実験成績 と共 に臨床成績に就いて報
告す る.
著老が使用 した注射薬は1管2cc中 に メチ
ールヘスペ リジ ン100mg,ビタ ミンC200mg,
ビタ ミンKジ 燐 酸エステル テ ト ラ ナ ト リ
ゥム10mgを 含有 し,毛 細血管 の脆弱性 の補
修 と同時 に透過性を抑制 し,血 小板の増加,血
液凝固機転の促進等 の作用が期待 され るもので
ある.




























































































































詑 一,+.什,措 は 血搬 の程度 を 示す






































































































































































































































































































































































































































































































































































を全身的に促進せ しめ る手段 に大 きな意義が存
す る.止 血機構 には甚だ複雑 な因子が介在 して
いるが,最 も簡単に表現 すれば出血部位 の血管
が 収 縮 し,こ こに血小板が凝集 して血液が凝
固 し血管 の修復が開始 され る.従 つて理論的 に
止血剤 としては血管の強化 と血小板及 びフィブ
リノーゲソの増加が同時に行われ るものが理想
的 であると云え る.
従来か ら使用 されている臓器製 剤は血液凝固
機能を促進せ しめ,又 ア ドレノクローム製剤は
血管強化作用を有する点 を考え ると,こ れ らの
両者の作用 を共有するヘス ナ注射薬 は全 く合理
的な ものであることは明かであ る,
著者が行 なつた小実験 に於て も,ヘ スペ リジ
ン及び ビタ ミソCの 血管強化作用は兎 も角 とし
て,家 兎において血液凝固時間 を短縮 し,血 小
板及びフィブ リノーゲソの増加 を認め,又 人工
的血尿 においてもヘスナ注射群での早朝 消失 を
確 認 した.此 の成績 に基づいた健康人の成績で
も出血時間,凝 固時間の短縮 を認め,此 の傾向
は1回 の注射 で約6時 間に亘つ て認め られ る こ
とを知 り得た,又 血小 板及 びフィブ リノーゲン
も共 に増加するが,此 の時間的推移 を追求す る
と,注 射 後先 ず血小板の増加が著明にな り,こ
れは2～4時 間後 にピー クに達 し6時 間後 には
やや減少の傾 向を示すが,フ ィ ブ リノーゲンは
此の頃にピー クに達 し,以 後漸減 して24時間で
凡そ平常 の値 とな ることを知つた.従 つ て臨床
的使用に際 しては6時 間毎の投与が最 も効果的
であると考えられる.
著者は時間的蘭係その他の理由で,軽 度の例
















固時間,出 血時間の短縮,及 び血小板数,フ ィ
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